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先
日
の
地
元
新
聞
二
紙
に
、「
女
川
騒
動
」
の
記
事
が
載
っ
て
、

初
め
て
こ
の
事
件
を
知
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
一
般
的
に
は
「
飯
田
口
説
」
と
称
さ
れ
る
。
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
と
い
う
か
ら
、
今
か
ら
二
五
六
年
前
に
、
現

在
の
石
巻
市
北
上
町
女
川
で
起
こ
っ
た
事
件
を
口
説
と
い
う
語

り
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

事
件
は
、
当
時
女
川
村
の
領
主
で
あ
っ
た
飯は

ん
だ
の
と
の
か
み
み
ち
ち
か

田
能
登
守
道
親

（
知
行
四
五
貫
持
ち
）
の
妻
お
節
（
二
六
歳
）
と
、
家
来
の

日に
っ
と
う
き
え
も
ん

塔
喜
右
衛
門
（
三
一
歳
・
妻
子
有
り
）
が
道
な
ら
ぬ
恋
に
落

ち
て
、
心
な
ら
ず
も
主
を
殺
害
し
て
出し

ゅ
っ
ぽ
ん奔

。（
宝
暦
二
年
四
月

八
日
）
南
部
藩
領
ま
で
逃
げ
落
ち
る
が
、
約
半
年
後
に
釜
石
で

捕ほ
ば
く縛

さ
れ
る
。（
武
山
氏
説
で
は
現
岩
手
県
下し

も
へ
い

閉
伊
郡
川
井
村
）

そ
こ
か
ら
護
送
さ
れ
て
仙
台
城
下
で
評

ひ
ょ
う
じ
ょ
う

定
を
受
け
て
、
最
後
は

両
人
と
も
七
北
田
刑
場
に
お
い
て
磔た

っ

刑け
い

に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う

悲
恋
物
語
で
あ
る
。（
宝
暦
二
年
十
一
月
三
日
）

　

こ
の
騒
動
の
女
主
人
公
お
節
さ
ん
は
、
五
代
藩
主
吉
村
公
の

ご
落ら

く

胤い
ん

と
い
う
説
が
有
力
で
、
そ
の
数
奇
な
運
命
が
人
の
心
の

哀
れ
を
誘
う
の
で
あ
ろ
う
。
地
元
で
は
近
年
ま
で
仁
平
芝
居
の

演
目
（
出
し
も
の
）
と
し
て
多
く
の
人
々
の
紅こ

う
る
い涙

を
絞
っ
た
と

い
う
。

　

現
在
、
こ
の
「
飯
田
口
説
」
を
語
る
方
は
、
旧
北
上
町
文
化

財
保
護
委
員
の
武
山
武
志
氏
の
み
と
聞
い
て
い
る
が
、
キ
チ
ン

と
録
音
保
存
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
思
う
。
過
去
に
テ
ー

プ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
上
野
万
氏
、千
石
恒
雄
氏
（
共
に
故
人
）

の
語
り
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｄ
と
し
て
残
す
事
も
、
口
承
文
学
の
伝

承
と
し
て
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
事
と
思
っ
て
い
る
。

　

昨
年
に
は
、
石
巻
出
身
の
女
優
、
鈴
鹿
景
子
さ
ん
が
、
こ
の

物
語
を
新
講
談
に
脚
色
し
て
、
連
続
公
演
を
し
て
い
る
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
い
た
方
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

事
件
は
史
実
と
し
て
公
的
な
記
録
が
存
在
す
る
一
方
で
、
後

世
に
創
作
さ
れ
た
語
り
物
と
言
う
性
格
上
、
多
く
の
脚
色
が
施

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
史
実
と
創
作
の
あ
わ
い
を
解

明
す
べ
く
、
永
年
「
飯
田
口
説
」
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た

の
が
、
現
、
石
巻
市
生
涯
学
習
課
長
の
武
山
文
衛
氏
で
あ
る
。

　

平
成
六
年
に
は
当
時
の
北
上
町
広
報
紙
「
き
た
か
み
」
に
、

そ
の
研
究
の
成
果
を
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

逃
走
経
路
と
目
さ
れ
る
各
地
を
踏
査
し
て
、
事
件
の
全
容
解

明
に
心
血
を
注
い
で
い
る
姿
に
は
、
た
だ
た
だ
敬
意
を
表
す
る

の
み
で
あ
る
。

　
　
　

飯
田
口
説　
　
（
北
上
町
史
・
自
然
生
活
編
所
収
よ
り
）

　
　
　
　
　

第
一
段

　
　
　
　

色
は
思
案
の　

外
と
は
い
え
ど

　
　
　
　

昔
故
実
を　

尋
ね
て
み
れ
ば

　
　
　
　

鳥
の
教
え
し　

妹い
も
せ背

の
路
よ

　
　
　
　

内だ
い
り
じ
ょ
う
ろ
う

裏
上
臈
も　

お
公
家
も
武
家
も

　
　
　
　

恋
は
誠
の　

路
と
は
定
め

　
　
　
　

仁
義
五
常
も　

恋
よ
り
起
こ
る

　
　
　
　

色
で
丸
め
し　

世
の
中
な
れ
ば

　
　
　
　

色
と
恋
と
は　

是
非
な
き
も
の
よ

　
　
　
　

高
き
賎い

や

し
い　

上
下
は
な
き
よ

　
　
　
　

故
を
い
か
に
と　

尋
ね
て
聞
け
ば

　
　
　
　

国
は
奥
州　

桃
生
の
郡

こ
お
り

　
　
　
　

村
を
申
せ
ば　

北
女
川
よ

　
　
　
　

四
十
五
貫
の　

御ご
ち
ぎ
ょ
う

知
行
取
り
で

　
　
　
　

飯
田
能
登
と
て　

名
高
き
人
よ

　
　
　
　

お
家
一
族　

座
敷
は
二
番

　
　
　
　

当
時
御
役
は　

御お
ん
も
う
し
つ
ぎ

申
次
よ

（
以
下
省
略
す
る
が
、
全
五
段
一
時
間
を
超
す
口
説
で
あ
る
。）

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員　

千
葉　

五
郎

飯は
ん
だ
く
ど
き

田
口
説

　
　

義
歯
の
役
割

　

義
歯
は
失
わ
れ
た
歯
、
歯し

槽そ
う

骨こ
つ

な

ど
の
硬
組
織
と
歯し

肉に
く

口こ
う

腔く
う

粘
膜
な
ど

の
軟
組
織
の
代
わ
り
と
な
る
人
工
臓

器
で
す
。

　
「
な
ぜ
義
歯
が
必
要
か
」
と
い
う

こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
口
の

役
割
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

１　

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
、
咬か

む
こ

と
の
重
要
性

①
栄
養
摂
取

　

口
の
動
き
と
し
て
第
一
に
思

い
浮
か
べ
る
の
は
、
食
べ
る
こ

と
、
飲
む
こ
と
で
、
体
に
必
要

な
栄
養
や
水
分
を
摂
取
す
る
こ

と
で
す
。
咬
む
こ
と
が
低
下
す

る
と
食
物
と
唾
液
が
よ
く
混
ぜ

合
わ
な
く
な
り
、
飲
み
こ
み
や

消
化
吸
収
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
り
、
誤※
ご

嚥え
ん

な
ど
も
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
の
中
に

は
多
く
の
感
覚
受
容
器
が
存
在

し
て
、
お
い
し
い
物
を
お
い
し

い
と
感
じ
る
満
足
感
な
ど
も
得

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

②
脳
の
活
性
化

　

よ
く
咬
む
と
い
う
こ
と
は
、

脳
の
働
き
に
も
重
要
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
よ
く
咬
む
こ

と
に
よ
り
脳
の
血
液
量
が
増
加

し
、
大
脳
皮
質
の
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
義
歯
を
使
い
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
日

常
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
極

瑞
に
少
な
く
な
っ
て
る
要
介
護

者
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要
で

す
。

③
口
か
ら
食
べ
た
い

　

口
か
ら
食
べ
味
覚
を
楽
し
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
欲

求
と
ヒ
ト
と
し
て
の
尊
厳
が
満

た
さ
れ
ま
す
。

２　

咬
む
こ
と
に
よ
る
平
衡
感
覚
、

運
動
能
力
の
向
上
寝
た
き
り
の
方

が
入
れ
歯
を
い
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
起
き
あ
が
っ
た
と
い
う
話
し
は

よ
く
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３　

残
存
組
織
の
保
護

　

義
歯
は
粘
膜
、
残
存
歯
な
ど
の

残
存
組
織
を
守
る
と
い
う
重
要
な

動
き
を
し
て
い
ま
す
。

４　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

義
歯
を
装
着
し
て
い
な
い
と
き

は
、
言
葉
が
不
明
瞭
に
な
り
聞
き

取
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

「
な
ぜ
義ぎ

し歯
が必要

か
」

健
康
コ
ラ
ム

市立牡鹿病院　歯科部長
安　住　　聡

※
誤
嚥
と
は
、
異
物
を
誤
っ
て
飲
み
込
む
こ
と
。
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なかよし保育園子育て支援センター
　☎96-4551･FAX22-9881

★親子教室
⃝１歳半〜２歳半　　13日㈫
⃝２歳半以上　　　　20日㈫・27日㈫
★すくすく赤ちゃん
⃝ネンネ・寝返りグループ　　　　 8日㈭・15日㈭
⃝ハイハイ・ヨチヨチグループ　　22日㈭・29日㈭
★ツインズ・デー　　16日㈮　　　　　
★孫育て広場　　　　23日㈮
　※いずれも午前10時〜11時30分　費用無料　申し込み不要
市子育て支援センター

　（はまなす保育所内　☎・FAX24-1260）
★あそびの広場　指導員と一緒に親子で楽しく遊びませんか。
年齢別グループで、ふれあい遊び、工作などを行います。
⃝０歳〜１歳半　２日㈮・23日㈮
⃝１歳半〜２歳　16日㈮・30日㈮
⃝２歳〜２歳半　21日㈬
⃝２歳半〜３歳　14日㈬・28日㈬
⃝３歳〜３歳半　20日㈫
⃝３歳半以上　　13日㈫・27日㈫
※いずれも午前10時〜11時（受付：午前９時30分〜９時50分）
　費用無料　申し込み不要
★かまっこ広場　（ところ　釜会館）
⃝あそびの広場（２階ホール）　　１歳半以上　　　７日㈬・19日㈪
⃝かんがるー広場（１階保育室）　０歳〜１歳半　　12日㈪・28日㈬
※いずれも午前10時〜11時 （受付：午前９時30分〜９時50分） 
　費用無料、申し込み不要
★かもめ広場　（ところ　かもめ学園）
かもめ学園の園舎をお借りし、向陽地区で出張型の子育て支援事業を開始します。
⃝あそびの広場　　１歳半以上　　　15日㈭ ・29日㈭
⃝かんがるー広場　０歳〜１歳半　　23日㈮
※いずれも午前10時〜11時 （受付：午前９時30分〜９時50分）
　費用無料、申し込み不要
★保育所体験〜いっしょにあそぼう〜募集
親子で保育所の体験をして、お母さんの子育てのヒントにしてみませんか。 
と　き：①６月12日㈭　　②７月17日㈭　　③10月16日㈭
　　　　午前10時〜11時（受付時間は９時30分〜９時40分）
対象児：２歳児　Ｈ17年４月２日〜Ｈ18年４月１日生まれ
　　　　１歳児　Ｈ18年４月２日〜Ｈ19年４月１日生まれ
　　　　０歳児　Ｈ19年４月２日〜Ｈ20年４月１日生まれ
申込方法：往復はがきに希望日・住所・氏名（親子）・お子さんの生年

月日・性別・電話番号を記入して申し込みください。《往復はがき
１通につき、一人一回の申し込み》
募集期間：５月12日㈪〜５月23日㈮まで（到着分有効）
体験者の決定：抽選
申・問　石巻市子育て支援センター（はまなす保育所内）
　　　　〒986-2133　石巻市長浜町11-6　☎24-1260
河北子育て支援センター

（飯野川保育所内☎ 61-1601　FAX62-2359）
★あそびのひろば
　河北子育て支援センターへ来て親子で楽しく遊んだり、お母さん同
士で子育てについて話し合ったりしてみませんか？
開放日　毎週月・水・木曜日　　利用時間　午前10時〜11時30分
22日㈭　栄養指導、栄養士の講話があります。
29日㈭　お楽しみ遠足（追波川河川運動公園）
このほかにも楽しい遊びを用意しています。ぜひ、遊びにきてください。
雄勝地区子育て支援

　（雄勝総合支所保健福祉課　☎ 57-3611）
★みんなのきっずひろば　雄勝母子健康センター
23日㈮　午前10時〜11時30分
いろんなお友達と一緒に、親子で楽しくあそびましょう。おじいちゃ
ん、おばあちゃんも一緒にどうぞ！

河南子育て支援センターパプラ
　（☎ ･FAX　72-4670）

★わいわいサロン　
親子（祖父母と孫）で一緒に指導員と遊びましょう（申し込み不要・費用無料）
◦農村環境改善センター2階（パプラ）午前９時30分〜11時30分
◦親子の上靴、飲み物、着替えなどをお持ちください。
〔わいわいあそびのメニュー〕
⃝0・1歳親子	 ⃝2歳以上親子
13日㈫　お話ボランティアの読み聞かせ １日㈭　こいのぼりを作ろう
20日㈫　サロントーキング ８日㈭　お庭であそぼう
27日㈫　染め紙遊び 15日㈭　おばあちゃんの読み聞かせ
 22日㈭　サロントーキング
 29日㈭　染め紙遊び
★でんわ相談・来所相談	… ひとりで悩まないで !（月〜金）
★スクエア子育てひろば『いもうえ会』のご案内
　今年も好評の『さつまいものオーナー』を募集します。栽培や収穫の楽
しさを親子で味わいたい方（食育）は、ぜひ、ご参加ください。苗植え、草
取り（３回位）、いもほりなどの作業は、家族皆さん（特に、父親の参加
は大きな力です）で協力して行ってください。特に、草取りは、おいしくて、
大きなさつもいもを収穫するためには大切な作業です。
　なお、作業日程など詳細はパプラまで問い合わせください。

と　き　５月25日㈰　午前10時45分受付開始
（雨天時は 26 日㈪に延期しますが、小雨の
時は実施します）

ところ　旭山農業体験実習館（コロボックルハウス）
敷地内の農園

内　容　さつまいもの苗を植える（60うね限定）
参加費　１家族１うね　800円

持ち物　飲み物、帽子、汗拭きタオル、移植ベラ、軍手、長靴
申込方法　パプラに参加費を添えて、16日㈮まで申し込み

（60 家族に満たない場合は、いもうえ会後でも参加を受け付けします）
桃生子育て支援センター　キッズホーム

（バイオ研修センター内　☎ 76-4521）
★ピヨピヨキッズ・わくわくキッズ（あそびの支援）
　指導員と親子で楽しく遊びましょう。
⃝ピヨピヨキッズ（０・１歳親子）
８日㈭　ポンポンで遊ぼう!　　　　15日㈭　絵本の読み聞かせ
22日㈭　いちごの飾りを作ろう!　　29日㈭　パネルシアター
⃝わくわくキッズ（２歳以上親子）
７日㈬　ポンポンで遊ぼう!　　　　14日㈬　絵本の読み聞かせ
21日㈬　いちごの飾りを作ろう!　　28日㈬　パネルシアター
※いずれも午前９時30分〜11時30分　申し込み不要
★ピーチキッズ（遊びの広場開放）キッズホームで自由に遊ばせましょう!
１日㈭・13日㈫・20日㈫
※いずれも午前９時30分〜11時30分　どなたでも利用できます。
★どんぐり子育て広場『はじまりの会』
と　き　５月27日㈫　受付 午前9時30分〜　開始 午前10時〜11時30分
ところ　桃生子育て支援センター　キッズホーム
内　容　人形劇（ぐるんぱ友の会）
持ち物　飲み物
★子育て相談　月〜金　（午前９時〜午後５時）　　☎76-4521
子育てについての心配なことなど、どんなことでもお気軽にご相談ください。
北上地区ひまわり子育て支援

北上保健センター（☎ 67-2301）
★ひまわりキッズ（週2回）
親子（祖父母と孫）で一緒に、パプラの指導員と遊びましょう。
◦午前10時〜11時30分　　申し込み不要　　費用無料
◦親子の上靴、飲み物、着替えなどをお持ちください。
〔わいわいあそびのメニュー〕
⃝北上公民館	 ⃝北上保健センター
12日㈪　アンパンマンゲーム ７日㈬　絵本の読み聞かせ
19日㈪　たのしいお話 14日㈬　サロントーキング
　 21日㈬　ポンポン遊び
 28日㈬　染め紙遊び

石巻市の人口と世帯数 平成20年４月１日現在
（　）内は昨年同月比

80,144人　（－961人）

　166,345人（－1,748人）

86,201人   （－787人）

59,934世帯（＋291世帯）

◆◆◆ 編集後記 ◆◆◆
　新年度が始まり１か月が過ぎました。市報の担当も、4月に異動があり、今月号の編集は、
じっくり考える余裕もなく、原稿締め切りにバタバタしていました。そのせいか、できばえ
は・・・・？？
　そのようななか、カメラトピックスの「石巻にも春がやってきたよ」の取材では、改めて
自然がいっぱいの石巻を実感することができました。この豊かな自然を、いつまでも残して
いかなければと思います。・・・ごみは持ち帰り、買い物はマイバックにしよう !!　　Ｍ・Ａ

子育て支援コーナー


